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EvaTRiPの概略（４つのツール）
陸域植物の⽣育評価⿂類⽣息場の評価

河原に植物が
⽣育し易い

オイカワ（成⿂）

移動限界粒径の評価・・・改修後に河床に溜まる粒径をみる
護岸要否の判定・・・護岸の要否や適合種類をみるため



⿂類⽣息場の評価＜PHABSIM＞

季節や魚種の成長
段階に応じて，
WUAが決められる．

設定流量に対し、１
セル内の流速，水
深，底質などに対
する適地が選択さ
れ，３条件の組み
合わせにより，適
性指数（Ci）
が決められる

WUAi=Ai×Ci

河道断面が決
められる．



選考曲線（Suitable Index)

IFIM入門（1999.3）



⽔の中での陸⽣植物の⽣育限界
(m

)

(m/s)hest =‐0.1 log(V)+ 0.05

生育可能性 高い

生育可能性 やや高い

生育可能性 やや低い

岐阜県内の9河川（250地点）

生育可能性 低い



評価条件
（１） ⽔深による評価
• 流況計算結果から、⽔深h(m) を算定し以下の評価を⾏います。

判定結果 判定条件 コメント

0 h<0.2(m) 植物生育の可能性が高い

1 0.2(m)< h<0.3(m) 植物生育の可能性がやや高い

2 0.3(m)< h<0.4(m) 植物生育の可能性がやや低い

3 0.4(m)<h 植物生育の可能性が低い



評価条件
（２）水深ー流速関係式による評価
植物が生育するか否かの境界は、水深(m) hest

とその流れ場における水深平均V(m/ s)との関
係式で例えば、以下の式で表すことができます。

hest =‐0.1 log(V)+ 0.05
h(m)とhestを比較することで評価を行います。

判定結果 判定条件 コメント

１ h>hest 植物生育の可能性が低い

０ h<hest 植物生育の可能性が高い



移動限界粒径の評価

• 川幅を拡幅するなどした場合，
どの粒径が溜まり易いかを算定



護岸要否の判定

多自然川づくりポイントブックＩＩＩを参照



EvaTRiP を⽴ち上げる
• iRICスタートページを開く

• 新しいプロジェクトを始める をクリック



ソルバーの選択
EvaTRiPを選択しOKをクリック



無題－iRIC[EvaTRiP]が表⽰

評価ツールの利用環境が整う．



計算結果のインポート
オブジェクトブラウザーの格子【データなし】を右クリック



インポートファイルの選択
¥sample¥result内にあるCase1.cgnを開く

Nays2Dの計算結果ファイルを利用します．

CGNSになって
いるかを確認





格⼦がインポートされる．



評価ツールの選択と設定



評価ツールの選択をする．
グループ：基本設定が反転されているかを確認する．



ファイル名
計算結果ファイル（Cgnsファイル）の選択

Case1.cgn を開く



陸⽣植物⽣育可否の評価



⿂類⽣息場の評価︓詳細設定
• グループ内の⿂類⽣息場の評価を選択



SIデータの選択

• 複数の種類の箇所へそれぞれのファイルを選択



SIモデルの選択



河道係数（底質，カバー）の設定



ポリゴンの作成



ポリゴンの作成



名前の編集

ポリゴンの順番は重要
上にある方の値が優先される．



計算の実⾏

クリックする



プロジェクトへ保存



保存
• 新しいフォルダ→origawaとする．
• ファイル名をtest001とし、origawaフォルダに保存



ソルバー計算の終了

クリックする．

Finalizeが4つあれば成功



計算結果の表⽰

出力変数名 説明

(魚の名前)_Vel 流速と、流速に対して設定した評価関数から
算出されるSi値

(魚の名前) _ Dep 水深と、水深に対して設定した評価関数から
算出されるSi値

(魚の名前) _Cov 河道係数と、河道係数に対して設定した評
価関数から算出されるSi値。プリプロセッサ

で格子をインポートした場合のみ

(魚の名前) _CSI 流速、水深、河道係数それぞれについての
Si値
河道係数のSi値がない場合は流速と水深に
ついてのSi値の積



⽣息場ポテンシャル評価
〜合成適正値（CSI)を⽤いた⽐較〜

オイカワ成⿂ カワムツ成⿂

定量的な評価が可能になります．



凡例⾊（スカラー設定）の調整

１．スカラーを右クリック
２．プロパティーをクリック

１．スカラーを右クリック
２．プロパティーをクリック



スカラー設定

プルダウンで選択可能

自動のチェックを外す．
最大値 １
最小値 ０

値の範囲は，評価したい項目それぞれで変更
する必要がある．



画像を保存



動画を作ってみる







可視化ウィンドウ



結果のエクスポート
計算結果－エクスポート をクリック



計算結果のエクスポート

プルダウンで選択

自動のチェックを外す．
開始 1440
終了 1440

Result_depth_case1

設定が終了したら、OK ボタンを押す．



出⼒ファイルの確認

1440s 時点におけ， 各

格子点での全魚種の評
価値が示される．



SIデータ作成時の注意点【重要】

１．水は流れていないは
ずだが，属性をみると水
深，流速ともに0になって
いない.

３．見かけ上の０とする．

とくに流速のデータを扱うときに注意！！
Nays2DHの計算結果画⾯

SI︓Parameterに対する値

２．水深０では魚の適値はない
が、流速０だと適値がある。



SIデータの作成
・Parameterには、「⽔深」「流速」「河道係数（底質やカバー率など）」の値を設定することができます。

・評価関数は、⼀度に１〜20種類（数は任意）まで⼊⼒することができます。

・ Si1〜Si20には、「⽔深」「流速」 「河道係数（底質）」に対応した値を設定してください。

・ Header部分の⿂種の名称は、計算結果に利⽤されます。英数字のみ利⽤可能です。

・少なくとも１つのSiデータが必要です。2列⽬以降のデータは任意です。ただし、空⽩列以降のデータは認識されま
せん。

・また、Parameterに対する の値が存在しない場合は、空⽩、または、マイナスの値を設定してください。

‐9999

注意点

Parameterに対す

る値が存在しない
場合の評価関数
（グラフ）

0

1
0



・SIデータの作成

名前を入れる

１．生息適域の条件を入れ
る（０～１）

２．ある水深以上になると、
生息できないなら、マイナ
ス値を入れる。

オリジナルデータを加える



・対象SIデータ⼀覧

• 既存のＳＩデータは，⾃然共⽣研究センターのweb
から提供しています．

【ＤＬ先】
http://www.pwri.go.jp/team/kyousei/jpn/index.
htm

（水深，流速）
成長段階 季節 ウグイ オイカワ カワヨシノボリ アユ アマゴ カワムツ ニゴイ アメドジョウ ヨシノボリ アブラハヤ タモロコ ギンブナ カマツカ カジカ サケ
成魚 秋 ○，○ ○，○ ○，○ - - - - - - - - - - - -

夏 ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○ - - - - - -
不特定 ○，○ -，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ ○，○ -，○

仔稚魚 秋 - ○，○ ○，○ - - - - - - - - - - - -
夏 ○，○ ○，○ - - - - - - - - - - - -

不特定 ○，○ ○，○ ○，○ - - ○，○ - - ○，○ ○，○ ○ - - ○，○ ○，○
産卵 秋 - - - ○，- - - - - - - - - - - -

不特定 ○，○ ○，○ ○，○ - - ○，○ - - ○，○ - - - - ○，○ -


